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令
和
元
年
（
二
〇
一
九
年
）
八
月
三
十
一
日
、
佐
藤
先
生
が
道
山
に
帰
せ
ら
れ

た
。
九
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
生
涯
現
役
の
学
者
・
研
究
者
と
し
て
、
ほ
ぼ
百
年
の

ご
生
涯
を
全
う
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
私
に
と
っ
て
、
父
母
の
死
を
悲
し

む
感
情
で
も
な
く
、
知
人
・
友
人
の
死
を
悼
む
心
情
で
も
な
い
、
こ
れ
ら
の
気
持

ち
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
感
慨
の
深
い
も
の
を
抱
い
て
い
る
。

私
は
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
年
）
こ
ろ
か
ら
謦
咳
に
接
し
て
い
る
の
で
、

五
十
年
近
く
お
世
話
に
な
り
、
ご
薫
陶
を
忝
う
し
た
こ
と
に
な
る
。
初
め
て
お
目

に
か
か
っ
た
と
き
か
ら
、
ど
こ
か
超
俗
的
な
雰
囲
気
を
お
も
ち
で
あ
っ
た
。
佐
藤

先
生
に
先
立
つ
二
月
に
逝
去
さ
れ
た
直
木
孝
次
郎
先
生
た
ち
も
同
様
に
感
じ
て
お

ら
れ
た
ら
し
く
、
あ
る
席
で
佐
藤
先
生
の
こ
と
を
「
天
皇
さ
ん
」
と
同
僚
間
で
呼

ん
で
い
た
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。
佐
藤
先
生
が
大
阪
市
立
大
学
に
着
任
さ
れ
た
こ

ろ
、
昭
和
二
十
六
・
七
年
（
一
九
五
一
・
二
年
）
の
こ
と
ら
し
い
。

＊

先
生
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）
の
お
生
ま
れ
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
戦
中

派
」
と
さ
れ
る
世
代
に
あ
た
る
。
か
つ
て
、
先
生
の
同
僚
で
あ
ら
れ
た
中
埜
肇
博

士
（
一
九
二
二
〜
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
に
始
ま
る
一
・
二
年

を
「
純
粋
戦
中
派
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
定
義
付
け
、
こ
の
世
代
の
心
情
を

吐
露
さ
れ
て
い
る
。

「
も
の
ご
こ
ろ
の
つ
く
頃
に
は
既
に
奔
騰
す
る
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
の
真
只
中
に
置

か
れ
た
た
め
、
人
格
形
成
期
に
お
い
て
戦
争
を
、
い
わ
ば
ア
プ
リ
オ
リ
な
与
件
と

し
て
、
あ
る
い
は
不
可
避
の
運
命
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
無
抵
抗
に
受
容
し
、
成
年

に
達
す
る
や
否
や
、
も
と
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
が
肯
定
や
否
定
の
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を

抱
き
、
ま
た
積
極
的
と
消
極
的
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
ひ
と
し
く
国
運
の
命
ず
る

ま
ま
に
戦
陣
に
赴
い
た
世
代
」
を
「
純
粋
戦
中
派
」
と
し
、
さ
ら
に
「
死
地
に
赴

い
て
遂
に
還
ら
な
か
っ
た
人
び
と
へ
の
悼
み
を
常
に
心
の
ど
こ
か
に
蔵
し
つ
つ
、

戦
中
の
経
験
に
対
す
る
憤
激
と
郷
愁
、
疾
し
さ
と
懐
し
さ
の
入
り
ま
じ
っ
た
ア
ン

ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
気
持
を
棺
桶
の
な
か
ま
で
曳
き
ず
っ
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
る
（『
歴
史
と
文
明
の
論
理
』
中
公
叢
書
、
一
九
九
四
年
）。

先
生
は
戦
地
に
赴
か
れ
な
か
っ
た
の
で
、「
純
粋
」
の
一
語
は
当
た
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
も
の
ご
こ
ろ
の
つ
く
頃
」
か
ら
青
春
時
代
に
か
け
て
、

こ
う
し
た
最
も
生
き
難
い
、息
苦
し
い
時
代
を
潜
っ
て
こ
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

こ
う
し
た
苦
難
の
時
代
に
横
浜
高
等
商
業
学
校
に
進
学
し
、
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
二
年
）
に
卒
業
さ
れ
て
い
る
。
商
業
学
校
で
は
、
経
営
学
や
経
済
学
を

学
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
財
界
に
身
を
置
か
れ
る
お
つ
も
り
で
あ
っ
た
ら
し

佐
藤
武
敏
先
生
と
殷
周
史
研
究
会
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い
。
と
こ
ろ
が
、
卒
業
と
同
時
に
四
月
か
ら
東
北
帝
国
大
学
の
法
文
学
部
に
入
学

さ
れ
、
東
洋
史
学
を
学
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
東
洋
史
研
究
者
へ
の
方
向
転

換
に
つ
い
て
は
、
直
接
伺
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、
お
伺
い
す
る
勇
気
も
持
ち
合
わ

せ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
第
三
巻
の
付
録
八
（
一
九
七
七

年
）
に
、
こ
の
間
の
心
情
を
推
測
で
き
る
箇
所
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
月
報
で
あ
る

が
、「
貝
塚
博
士
の
初
期
の
研
究
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
る
。

「
小
川
（
環
樹
）
博
士
は
若
い
と
き
か
ら
い
か
に
も
中
国
文
学
研
究
者
ら
し
い

感
じ
の
す
る
方
で
あ
っ
た
の
で
、
令
兄
（
貝
塚
茂
樹
）
も
早
く
か
ら
中
国
古
代
史

の
研
究
に
志
さ
れ
、
そ
の
後
、
順
調
な
研
究
生
活
を
お
く
ら
れ
た
恵
ま
れ
た
学
者

で
あ
る
と
い
う
感
じ
を
い
だ
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
著
作
集
に
よ
り
若
い
頃
、
は

げ
し
い
精
神
の
ゆ
れ
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
私
は
親
し
み
を
覚
え
た
」
と

あ
る
。

佐
藤
先
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
、こ
の
「
は
げ
し
い
精
神
の
ゆ
れ
動
き
」
と
は
、

貝
塚
博
士
の
場
合
は
、「
父
（
小
川
琢
治
）
の
厳
命
」
に
よ
っ
て
「
好
き
だ
っ
た

西
洋
学
」
か
ら
「
嫌
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
漢
学
」
へ
の
方
向
転
換
で
あ
る
。
こ
の

貝
塚
博
士
の
「
は
げ
し
い
精
神
の
ゆ
れ
の
動
き
」
に
「
親
し
み
を
覚
え
」
ら
れ
た

佐
藤
先
生
に
と
っ
て
の
そ
れ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
、「
経
営
学
や
経
済
学
を
学
び
、

こ
う
し
た
実
学
を
活
か
し
社
会
で
活
躍
す
る
方
向
」
か
ら
「
東
洋
史
学
を
学
び
、

研
究
者
と
し
て
事
実
を
お
さ
え
、
真
実
を
極
め
よ
う
と
す
る
立
場
」
へ
の
方
向
転

換
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

月
報
に
は
、
さ
ら
に
続
け
て
貝
塚
博
士
の
「
内
藤
史
学
の
本
質
」
に
み
え
る
一

文
、「
哲
学
青
年
で
、
歴
史
と
は
な
に
か
、
ど
う
し
て
歴
史
を
研
究
す
べ
き
か
、

歴
史
学
方
法
論
に
つ
い
て
悩
み
に
悩
ん
で
い
た
」
と
あ
る
箇
所
を
引
用
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
「
哲
学
青
年
と
し
て
の
貝
塚
博
士
」
に
も
共
感
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

佐
藤
先
生
の
史
学
の
原
点
は
、
貝
塚
博
士
と
同
様
、「
哲
学
青
年
」
で
あ
り
、

耐
え
難
い
現
実
、
あ
る
い
は
現
代
か
ら
溯
っ
て
時
代
の
諸
相
を
見
つ
め
、
歴
史
的

に
事
実
を
究
明
し
よ
う
と
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

＊

佐
藤
先
生
の
ご
業
績
は
多
数
に
の
ぼ
り
、
ま
た
研
究
領
域
も
多
岐
に
わ
た
る
。

ご
業
績
の
著
作
・
論
文
目
録
や
概
要
に
つ
い
て
は
、
水
利
史
研
究
会
『
水
利
史
研

究
』
第
四
七
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
み
え
、
さ
ら
に
同
四
八
号
な
ら
び
に
大

阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
史
研
究
室
『
東
洋
史
論
叢
』
に
追
悼
号
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
個
人
的
に
格
別
な
御
配
慮
を
賜
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
小
文
を
草
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
（「『
ブ
ン
ジ
ン
』
と
し
て
の
篆
刻
修

行
」『
藤
枝
晃
』
自
然
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
先
生
と
殷
周
史
研
究
会
（
漢
字
学
研
究
会
）
と
の
関
わ
り

を
中
心
に
述
べ
た
い
。

佐
藤
先
生
の
最
初
の
学
術
論
文
は
、「
令
彝
考
」（『
支
那
学
』
十
二
巻
五
号
、

一
九
四
七
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
周
初
の
東
南
方
経
営
に
関
す
る
論
文
で
、
貝
塚

説
（「
殷
末
周
初
の
東
方
経
略
に
就
い
て
」）
に
対
す
る
異
論
で
あ
り
、
岡
崎
文
夫

説
に
沿
う
か
た
ち
で
提
出
さ
れ
た
。
佐
藤
先
生
の
研
究
者
と
し
て
の
出
発
点
は
、

令
彝
の
銘
文
研
究
す
な
わ
ち
金
文
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
出
土
資
料
の
研
究

を
徹
底
し
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
に
は

東
京
大
学
大
学
院
に
入
学
さ
れ
、
考
古
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和

二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）
に
は
「
殷
の
装
飾
芸
術
に
関
す
る
若
干
問
題
」（『
文

化
』
十
五
巻
四
号
）
と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
殷
の
芸
術
・
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文
化
の
性
格
を
究
明
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
問
題
と
さ
れ
て
き
た
象
徴
的
な
動
物

文
様
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
写
実
的
な
動
物
文
様
を
加
え
て
検
討
対
象
と
す
べ
き

こ
と
を
提
言
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
甲
骨
文
字
を
扱
わ
れ
、「
殷
代
の
農
業
経

営
に
関
す
る
一
問
題
」（『
中
国
古
代
史
の
諸
問
題
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
五
四
年
）
を
提
出
さ
れ
、
甲
骨
文
字
「
衆
」
の
性
格
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
論
文
以
外
に
、
考
古
学
系
学
界
の
動
向
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

続
々
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

「（
書
評
）
董
作
賓
『
小
屯
・
殷
虚
文
字
甲
編
自
序
』」（『
史
学
雑
誌
』
六
十
巻

六
号
、
一
九
五
一
年
）

「
胡
厚
宣
氏
の
近
業
な
ど
」（『
甲
骨
学
』
一
号
、
一
九
五
一
年
）

「
河
南
省

池
県
諸
遺
蹟
の
調
査
（
中
国
古
代
学
界
の
近
況
1
）」（『
古
代
学
』

一
巻
一
号
、
一
九
五
二
年
）

「（
書
評
）
董
作
賓
『
中
国
古
代
文
化
的
認
識
』」（『
古
代
学
』
一
巻
二
号
、

一
九
五
二
年
）

「
甘
粛
古
代
文
化
研
究
の
二
三
の
問
題
（
中
国
古
代
学
界
の
近
況
2
）」（『
古
代

学
』
一
巻
四
号
、
一
九
五
二
年
）

「
董
作
賓
氏
の
甲
骨
文
研
究
の
一
方
向
」（『
甲
骨
学
』
二
号
、
一
九
五
二
年
）

「
殷
代
青
銅
器
研
究
の
最
近
の
動
向
（
中
国
古
代
学
界
の
近
況
3
）」（『
古
代
学
』

二
巻
一
号
、
一
九
五
三
年
）

「
甲
骨
文
研
究
の
進
展
」（『
史
学
雑
誌
』
六
十
三
巻
八
号
、
一
九
五
四
年
）

な
ど
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
先
生
に
と
っ
て
の
い
わ
ば
「
考
古
学
」
時
代
で

あ
り
、
新
出
土
の
考
古
学
的
遺
物
や
遺
跡
の
情
報
を
収
集
さ
れ
、
発
信
に
熱
中
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
青
銅
器
を
史
料
と
し
て
、
周
初
の
政
治
史
も
し
く
は
殷
文
化
研

究
に
時
間
を
費
や
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
考
古
学
に
没
頭
さ
れ
る
時
期
が
お
あ
り
で

あ
っ
た
が
、
先
生
本
来
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
中
国
古
代
経
済
史
研
究
」
で
あ
る
と

い
え
る
。

東
北
大
学
大
学
院
の
こ
ろ
か
ら
、す
で
に
「
中
国
古
代
都
市
研
究
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
論
文
を
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
未
発
表
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
や

が
て
水
利
史
研
究
、
古
代
手
工
業
研
究
と
し
て
発
展
さ
せ
、
研
究
が
深
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

＊

先
生
の
歴
史
研
究
の
ス
タ
ン
ス
は
通
史
派
で
あ
っ
た
。
史
料
の
許
す
限
り
時
代

を
溯
ら
せ
、
全
体
把
握
を
試
み
ら
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
た
。
こ
う

し
た
観
点
か
ら
、
殷
周
史
研
究
会
を
立
ち
あ
げ
ら
れ
た
。

第
一
回
の
研
究
会
（
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
十
月
二
十
一
日
）
の
先
生
の

ご
挨
拶
に
、

「
か
つ
て
中
国
古
文
字
研
究
会
（
一
九
八
七
〜
八
年
）
が
あ
っ
た
が
、
中
途
半

端
な
形
で
終
わ
っ
た
。
ま
た
、
他
の
時
代
に
は
専
門
的
研
究
会
（
例
：
秦
漢
史
研

究
会
、
唐
代
史
研
究
会
な
ど
）
が
あ
る
が
、
殷
周
史
に
関
し
て
は
中
国
に
も
見
え

な
い
。
そ
こ
で
、
若
い
殷
周
史
研
究
者
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
本
会
を
発
足
さ
せ
、

い
ず
れ
は
研
究
会
組
織
と
し
て
の
発
展
を
希
望
す
る
。」

と
あ
り
、
殷
周
史
研
究
会
の
設
立
趣
旨
の
ご
と
き
内
容
が
み
え
る
。
私
も
設
立
時

は
四
十
代
で
あ
り
「
若
い
殷
周
史
研
究
者
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。

研
究
会
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
殷
代
世
系
の
研
究
」
で
、
王
国
維
の
関
連
論
文
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の
講
読
か
ら
始
ま
り
、『
史
記
』殷
本
紀
な
ど
も
と
り
あ
げ
た
。
つ
い
で
董
作
賓「
甲

骨
文
断
代
研
究
例
」（
一
部
分
）、『
殷
虚
書
契
後
編
』
を
読
ん
だ
。

第
五
十
六
回
（
二
〇
〇
一
年
一
月
）
に
は
「
王
国
維
と
辛
亥
革
命
」
で
先
生
に

ご
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

第
六
十
回
（
二
〇
〇
一
年
十
月
）
に
も
「
穆
天
子
傳
に
つ
い
て
」
で
再
び
先
生

に
ご
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
実
は
こ
の
こ
ろ
、
研
究
会
が
低
迷
し
、
方
向
性
を

失
い
か
け
て
お
り
、「
て
こ
入
れ
」
を
お
願
い
し
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
低
迷
の

責
任
は
私
に
あ
る
。

こ
の
あ
と
、『
穆
天
子
傳
』
の
講
読
が
始
ま
り
、
研
究
会
運
営
に
順
風
が
吹
き

始
め
た
次
第
で
あ
っ
た
。

＊

拙
文
を
草
し
つ
つ
（
二
〇
二
〇
年
四
月
）、
ふ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
猖
獗

が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
、
そ
の
ま
ま
先
生
の
『
中
国
災
害
史
年
表
』（
国
書
刊
行
会
、

一
九
九
三
年
）
を
繙
く
。
紀
元
前
一
六
三
年
（
漢
・
文
帝
後
元
元
年
）
に
「
詔
し

て
数
年
し
き
り
に
み
の
ら
ず
、
ま
た
水
旱
疾
疫
の
災
あ
り
と
す
。」
と
あ
り
、
ほ

ぼ
二
十
年
後
、紀
元
前
一
四
二
年
（
漢
・
景
帝
後
元
二
年
）
に
は
「
大
旱
、衡
山
国
、

河
東
・
雲
中
郡
の
民
疾
あ
り
。」
と
あ
り
、
こ
の
あ
と
、
八
十
年
近
く
後
、
紀
元

前
六
四
年
（
漢
・
宣
帝
元
康
二
年
）
に
は
「
今
、
天
下
す
こ
ぶ
る
疾
病
の
災
を
被

る
。」
と
あ
る
。

「
は
や
り
病
」
は
、
二
千
年
以
上
前
か
ら
の
政
治
的
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
先

生
は
つ
ね
に
「
現
実
の
事
件
」
を
通
史
的
に
理
解
し
よ
う
と
さ
れ
た
。
神
戸
の
大

震
災
の
と
き
も
そ
う
で
あ
り
、
余
震
の
方
の
恐
ろ
し
さ
を
語
っ
て
お
ら
れ
た
。
こ

の
こ
と
も
『
中
国
災
害
史
年
表
』
に
み
え
る
。

＊

と
り
と
め
も
な
く
な
っ
た
が
、
五
十
年
間
の
思
い
出
は
次
か
ら
次
へ
と
湧
く
も

の
で
あ
る
。

先
生
は
『
王
国
維
の
生
涯
と
学
問
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
を
上
梓
さ

れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
王
国
維
研
究
が
（
研
究
的
に
）
一
番
お
も
し
ろ
か
っ

た
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
王
国
維
が
辛
亥
革
命
と
い
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
が
変
化
し
た
時
代
に
「
哲
学
青
年
」
と
し
て
生
き
た
と
こ
ろ
に
共
感

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
私
は
推
察
し
て
い
る
。

冒
頭
述
べ
た
よ
う
に
、
通
常
抱
く
哀
悼
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
感
慨
が
あ
り
、

い
ま
は
、
た
だ
た
だ
黙
し
て
掌
を
合
わ
せ
、
五
十
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
心

に
巡
ら
す
の
み
で
あ
る
。

（
千
里
金
蘭
大
学
教
授
）


